

























はこれからというところであるS）16）。   
そこで、筆者はこれらのペット塑ロボットは、  
人間にどのような効果をもたらすことができるの  




















































ている。   
「ネコロ」は、本物の猫のように驚きや満足の  



































怒りっぽい性格になってしまう。また、名前を繰  図l「ネコロ」の外観  




「ネコロ」も感情プロセスを備えたオリジナルの感情モデル（認知的評価理論に基づ↓1て構築したMAC（Mind and Con－  
sciousness）モデル）を応用し、状況に応じて審怒哀楽などの感情的反応をするようになっている。それが生き物らしさを演出  
し、人間とのコミュニケーションを円滑にしている。  




















































調査対象者の属性  人数（人）  割合（％）   
男性   
性別  
12   36．4  
女性   21   63．6  
10代   2   6．1  
20代   10   30．3  
年齢  30代   10   30．3  
40代   8   24．2  
50代   3   9．1   
看護   
7   21．2  
介護   17   51．5  
職種  事務   6   18．2  
3．0  
その他   2   6．1   
一般   24   72．7  
職位         管理職  5  15．2   その他  4  12．1  猫の好き嫌い  好き  16  48．5   嫌い  7  21，2   どちらとも言えない  8  24．2   無回答  2  6．1   
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表2 調査対象者の「ネコロ」に対する印象と集計結果  
全 体  事 務  看護・介護  
調査項目  
人数（人）  割合（％）  人数（人）  割合（％）  人数（人）  割合（％）   
本物の猫と思った   12  36．4   3  42．9   9  37．5  
1  「ネコロ」を何と 思いましたか？                  猫の人形（ロボット）と思った   
18  54．5   4  57，1   12  50．0  
どちらとも言えない   3  9．1   0  0．0   3  12．5   
かわいらしいと思った   23  69．7   6  85．7   17  70．8  
「ネコロ」をどう  5  15．2   0  0．0   4  16．7  
2   感じましたか？  3．0   0  0．0   4．2  
無回答   4  12．1   14．3   2  8．3   
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表3」 「ネコロ」に対する調査項目と集計結果（その】）  
全 体  事 務  看護・介護  
調査項ト1  
人数（人）  割合（％）  人数（人）  割合（％）  人数（人）  割合（％）   
入所者が「ネ。ロ」 見たことがある   33  100．0   7  100．0   24  100．0  
と問わっていると  0  0．0   0  0．0   0  0．0  
6   0  0．0  
ありますか？  無回答   0  0．0   0  0．0   0  0．0   
「ネコロ」を初め  26  78．8   7  100．0   19  79．2  
て見た時の入所者  2  6．1   0  0．0   2  8．3  
2    は、ネコロを何と 思われたようでし  3  9．1   0  0．0   ∠1．2  
たか？   無回答   2  6．1   0  0．0   2  8．3   
興味を示した   32  97．0   7  100．0   24  
「ネコロ」を初め   0  0．0   0  0．0  0   
3   て見た時の入所者  
の関心は？  
どちらとも言えない   3．0   0  0．0   0  0．0  
無回答   0  0．0   0  0．0   0．0              0   
「ネコロ」を初め  26  78．8   6  85．7   19  79．2  
て見た時の入所者  0  0．0   0  0．0   0  0．0  
4    は、ネコロをどう  
感じられたようで  6  18．2   14．3   4  16．7  
したか？   無回答   3．0   0  0．0   4．2   
よくある   18  54．5   2  28．6   16  66．7  
入所者が「ネコロ」  45．5   5  71．4   8  33．3  
〇  
を触っている暗が  0  0．0   0  0．0   0  0．0  
0  0，0   0  0．0   0  0．0   
よくある   14  42．4   14．3   13  54．2  
入所者が「ネコロ」  
たまにある   18  堅 54．5   6  85．7   10  41．7  
6   に話し掛けてい  
る時が  ほとんどない   6  3．0   0  0．0   4．2  
無回答   0  0．0   0  0．0   0  0．0   
よくある   8  24．2   1  14．3   7  29．2  
入所者が「ネコロ」  21  63．6   6  85．7  【 13  54．2  
7   を抱いている暗が  4  12．1   0  0．0   4  16．7  
無回答   0  0．0   0  0．0   0  0．0   
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表3－2 「ネコロ」に対する調査項目と集計結果（その2）  
全 体  事 務  看護・介護  
調査項目  
人数（人）  割合（％）  人数（人）  割合（％）  人数（人）  割合（％）   
よくある   16  48．5   2  28．6   14  58．3  
入所者の表情が和  17  51．5   5  71．4   10  41．7  
8   んでいる暗が  ほとんどない   0  0．0   0  0．0   0  0．0  
無回答   0  0．0   0  0．0   0  0．0   
よくある   9  27．3   14．3   8  33．3  
入所者間で話が弾  23  69．7   6  85．7   16  66．7  
9   んでいる暗が  ほとんどない   3．0   0  0．0   0  0．0  
無回答   0  0．0   0  0．0   0  0．0   
適所者が「ネコロ」  見たことがある   19  57，6   7  100．0   11  45．8  
と関わっていると  5  15．2   0  0．0   4  16．7  
10    ころを見たことが  1  3．0   0  0．0   1  4．2  
ありますか？  無回答   8  24．2   0  0．0   8  33．3   
「ネコロ」を初め  15  45．5   7  100．0   8  33．3  
て見た時、適所者  2  6．1   0  0．0   2  8．3  
田    は、「ネコロ」を何 と思われたようで  6  18．2   0  0．0   4  16．7  
したか？   無回答   10  30．3   0  0．0   10  41．7   
興味を示した   18  54．5   6  85．7   12  50．0  
「ネコロ」を初め   
3．0   0  0．0   0  0．0  
12   て見た時の適所者 の関心は？                  っ   
3  9．1   0  0，0   2  8．3  
無回答   11  33．3   14．3   10  41．7   
「ネコロ」を初め  15  45．5   6  85．7   9  37．5  
て見た時、適所者  1  3．0   0  0．0   1  4．2  
13    は、「ネコロ」をど う感じられたよう  7  21．2   1  14．3   4  16．7  
でしたか？   無回答   10  30．3   0  0．0   10  41．7   
よくある   7  21．2   2  28．6   5  20．8  
適所者が「ネコロ」  
たまにある   
14   を触っている時  
12  36．4   5  71．4   6  25，0  
が  ほとんどない   4  12．1   0  0．0   3  12．5  
無回答   10  30．3   0  0．0   10  41．7   
よくある   6  18，2   14．3   5  20．8  
適所者が「ネコロ」  
たまにある   
15   に話し掛けている  
13  39．4   6  85．7   6  25．0  
暗が  ほとんどない   4  12．1   0  0．0   3  12．5  
無回答   10  30，3   0  0．0   10  41．7   
よくある   5  15．2   2  28．6   3  12．5  
適所者が「ネコロ」  11  33．3   5  71．4   5  20．8  
16   を抱いている暗が                                  ほとんどない   7  21．2   0  0．0   6  25．0  
無回答   10  30．3   0  0．0   10  41．7   
よくある   4  12，1   2  28．6   2  8．3  
適所者の表情が和  14  42．4   5  71．4   8  33．3  
17   んでV）る暗が  はとんどない   4  12．1   0  0．0   3  12．5  
無回答   33．3   0  0．0   11  45．8   
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表3－3 「ネコロ」に対する調査項員と集計結果（その3）  




よくある   4  12．1   2  28．6  
適所著聞で話が弾  14  42．4   71．4  8  33．3  
18   んでいる暗が  ほとんどない  
5  0  0．0   4  16．7  
無回答  10   0  0．0   10  41．7   
現在の機能で十分である   16  48．5   6  85．7   10  41．7  
「ネコロ」の動き  10  30．3   14．3   7  29．2  
19   について  どちらとも言えない   5  15．2   0   0．0  5  
無回答   2  6．1   0．0   2   
よい   25  75．8  7  100．0   17  70．8  
「ネコロ」の鳴き  0．0  0  0．0   0  0．0  
20  どちらとも言えない  6  18．2   0  0．0   5  20．8  
無回答  2  6．1   0  0．0   2  8．3   
気にならない   15  45．5   5  71．4   10  41，7  
「ネコロ」の作動  12  36．4  2  33．3  
21   音について  どちらとも言えない   12．1  0  4  
無回答   6．1   0   2  
あったプぎがよい  23  69．7   7  100．0   14  58．3  
「ネコロ」に人が  
5  15．2   
22   近づいてきたこと  
0  0．0   5  20．8  
を検知する機能が  3  9．1   0  0．0   3  12．5  
無回答  2  6．1   0  0，0   8．3 
好き   16  48，5   2  28，6   13  
猫が好きですか、  7  21、2  1∠墾．3  6   
23   嫌いですか？  どちらとも言えない  24．2   4  3  12．5  
無回答   2  6．1   0  0．0   2  8．3   
利用者の間に「ネ  20  60．6   6  85．7   14  58．3  
コロ」を置いた時、  6  18，2   14．3  4  
「ネコロ」にその   
24     場の雰囲気をなご  5  15．2   0．0  4  
ませる効果がある  0  0．0   0．0  0   
があると思います   0  0．0   0  0．0   0  0．0  
か？   無回答   2  6．1   0  0．0   2  8．3   
そう思う   18  54．5   6  85．7   12  50．0  
「ネコロ」を介し  14．3  7  
25  
て利用者間のコ ミ 
が促進されると配  どちらかと言うとそうは思わない   2  6．1   0  0．0   4．2  
いますか？   そうは思わない  0  0  0．0   0  0．0  
無回答   2   0  0．0   2  8．3   
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表3－4 「ネコロ」に対する調査項目と集計結果（その4）  
全 体  事 務  看護・介護  
調査項目  
人数（人）  割合（％）  人数（人）  割合（％）  人数（人）  割合（％）   
そう思う   18  54．5   6  85．7   45．8  
利用者が「ネコロ」  
と関わっている  9  27．3   14．3   7  29．2  
時、「ネコロ」が利  0  0．0   2  8．3  
26     用者にいい影響を  
もたらしていると  0  0．0   0  0．0   0  0．0  
思いますか？  
無回答   3  9．1   0  0．0   3  12．5   
そう思う   15  45．5   4  57．1   11  45．8  
「ネコロ」は非日  どちらかと言うとそう思う   8  24．2   2  28．6   5  20．8  
常的であり、喜ば  5  15．2   1  14．3   4  16．7  
27    れると思います  3．0   0  0．0   0  0．0  
か？  そうは思わない   3．0   0  0．0   4．2  
無回答   3  9．1   0  0，0   3  12．5   
そう思う   15  45．5   5  71．4   10  41．7  
どちらかと言うとそう思う   8  24．2   2  28．6   6  25．0  
「ネコロ」の存在  5  15．2   0  0．0   4  16．7  
28   が癒しになってい  
ると思いますか？  3．0   0  0．0   0  0．0  
そうは思わない   0  0．0   0  0．0   0  0．0  
無回答   4  12．1   0  0．0   4  16．7   
る差異はみられない。これについては、施設に   
見慣れない猫がいるということで興味を示した   
と思われる。  
（4）「ネコロ」を初めて見た時の入所者が「「ネコ   
ロ」をかわいらしいと思った」は、事務85．7％、   
看護・介護79．2％と両職種共約8割の対象者が   
かわいらしいと思ったとしており、職種による   
大きな差はみられない。  
（5）「ネコロ」を利用者の問に置いたときの入所   
者の反応は、   











（1）事務、看護・介護共、調査対象者全員が、入   
所者の「ネコロ」との関わりを目にしているこ   
とがわかる。  
（2）「ネコロ」を初めて見た時の入所者は、「「ネ   
コロ」を本物の猫と思った」が、事務は全員、   
看護・介護が79．2％で、職種により差がみられ   
るものの、かなりの人が入所者が本物の猫と   
思ったとしている。これについては、「ネコロ」   
ができるだけ本物に似せて作ってあるためと、   
入所者が高齢であるために物が見えにくくなっ   
てきている人が多いためと思われる。  
（3）「ネコロ」を初めて見た時の入所者の「ネコ   
ロ」に対する関心については、事務、看護・介   
護全員が「興味を示した」としており職種によ  
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わかる。  
② 話し掛けている暗が、「よくある」は、事務   
が14．3％、看護・介護が54．2％、「たまにあ   
る」は事務が85．7％、看護・介護は41．7％で   
ある。この差についても、上記（むと同じ理由   
と考えられるが、「よくある」、「たまにある」   
を合わせると両職種ともほぼ100％であり、   
入所者が「ネコロ」とよく関っていることが   
わかる。  
③ 抱いている暗が、「よくある」は、事務  
14．3％、看護・介護は29．2％、「たまにある」   
は、事務85．7％、看護・介護は54．2％である。   
「ネコロ」を触っている時や話し掛けている   
時より看護・介護の割合は少なくなっている   
ものの、「たまにある」を含め9割前後が抱い   
ているとしていることがわかる。抱いている   
のが、触っている、話し掛けているよりその   
割合が少ないのは、「ネコロ」が比較的重いた   
め抱くことができない人と抱くことが不自由   
な人がいるためと思われる。  
④ 表情が和んでいる暗が、「よくある」は、事   
務28．6％、看護・介護58．3％と看護・介護の   
割合が多い。「たまにある」は、事務71．4％、   
看護・介護41．7％である。この差の理由につ   
いても上記①と同じであると考えられるが、   
「たまにある」を含めると事務、看護・介護   
とも全員が和んでいるとしていることがわか   
る。  
（参 入所著聞で話が弾んでいる暗が、「よくあ   
る」は、事務14．3％、看護・介護33．3％と看   
護・介護の割合が多い。「たまにある」は、事   
務85．7％、看護・介護66．7％である。この差   
についても上記①の理由と同じと考えられ   
る。これより、程度の差があるものの、「たま   
にある」を含めると全員が「ネコロ」を介し   


























0   20  ヰ0  60  80  
図3－1入所者が「ネコロ」と関わっているところを  
見たことがありますか？  
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8  20  40  60  80 100（％）  60  80 100（％）  0  20  40  
日本物の描と思った  







図3－2「ネコロ」を初めて見た時の入所者は、ネコ  図3－6 入所者がネコロ」に話し掛けている時  
口を何と思われたようでしたか？  
0  20  40  60  80 100（％）  0  20  40  60  80 100（％）  
日興味を示した   
Ⅲ無関心だった   





図3－3「ネコロ」を初めて見た時の入所者の関心  国3－7 入所者が「ネコロ」を抱いている時  
は？  
0  20  40  60  80 100（％）  0  20  40  60  80 100（％）  
辺かわいらしいと思っ   
た  
田5乳ヨ育ち思いと思つ丁   





図3－8 入所者の表情が和んでいる時  図3－4「ネコロ」を初めて見た時の入所者は、ネコ  
ロをどう感じられたようでしたか？  








図3－9 入所者間で話が弾んでいる時  図3－5 入所者が「ネコロ」を触っている時  
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28．6％、看護・介護20，8％と大差はないが、   
「たまにある」は、事務71．4％、看護・介護   
25．0％と大きく異なっている。「ほとんどな   
い」は看護・介護12．5％で、無回答も看護・   
介護で41．7％である。この理由は上述の（1）と   
同様に、看護・介護の人は、1Fにある「ネコ   
ロ」を目にする機会が少なかったことによる   
ものと思われる。  
② 話し掛けている暗が、「よくある」は事務  
14、3％、看護・介護20．896、「たまにある」は   
事務85．7％、看護・介護25．0％、「ほとんど   
ない」は看護12．5％である。これより、よく   
話し掛けているは大差ないものの、「たまにあ   
る」から「無回答」までは大きな速いがある。   
これについては上記①と同じ理由が考えられ   
るが、事務は「よくある」と「たまにある」   
の合計は100％であり、適所者が「ネコロ」に   
話し掛けていることがわかる。  
③ 抱いている暗が「よくある」は、事務   
28．6％、看護・介護約12．5％、「たまにある」   
は、事務71．4％、看護・介護20．8％、「ほと   
んどない」は看護・介護41．7％である。これ   
らの差についても上記（Dと同じ理由が考えら   
れるが、事務は「よくある」と「たまにある」   
の合計は100％であり、適所者が「ネコロ」を   
抱いていることがわかる。  
④ 表情が和んでいる暗が「よくある」は、事   
務28．6％、看護・介護8．3％、「たまにある」   
は、事務約71．4％、看護・介護33．3％、「ほ   
とんどない」は看護・介護12．5％、無回答   
45．8％である。これらの差についても上記①   
と同じ理由が考えられるが、事務は抱いてい   
ると同じ割合である。  
⑤ 適所者問で話が弾んでいる暗が「よくある」   
は、事務28．6％、看護・介護8．3％、「たまに   
ある」は事務71．4％、看護・介護33．3％、「ほ   
とんどない」は看護・介護16．7％である。こ   
れらの差についても上記①と同じ理由が考え   
4．2 「ネコロ」対する通所者の反応  
表3－2、衷3－3、図3－10～図3－18より以下のこ  
とが言える。  
（1）適所者が「ネコロ」と関わりを持っているの   
を見たことが「ある」は、事務全員、看護・介   
護45．8％、「見たことはない」は看護・介護  
16．7％、「どちらともいえない」は看護・介護   
4．2％ある。これにより受付に置いてある「ネコ   
ロ」と適所者との関わりを目にする人は看護・   
介護は約2割と少ない。この理由としては、看   
護・介護の人は1Fの受付もしくは、デイルーム   
の「ネコロ」と適所者の触れ合いを目にする機   
会が少なかったものと推測される。  
（2）「ネコロ」を初めて見た時の適所者は、「「ネ   
コロ」を本物の猫と思った」が、事務全員、看   
護・介護33．3％、「猫の人形（ロボット）と思っ   
た」は、看護・介護8．3％、「どちらともいえな   
い」は看護・介護16．7％、無回答41．7％である。   
これらの差の理由としては、適所者が「ネコロ」   
と関わりを持っているのをみた看護・介護の人   
が少ないのと、その理由である「ネコロ」の置   
いてある場所の問題と考えられる。  
（3）「ネコロ」を初めて見た時の適所者の関心は、   
事務は85．7％と高く、看護・介護は50．0％が興   
味を示し、「どちらとも言えない」が看護・介護   
50．0％である。これらの差についても上記（2）の   
理由と同じと考えられる。  
（4）「ネコロ」を初めて見た時の適所者は、「「ネ   
コロ」をかわいらしいと思った」が事務85．7％、   
看護・介護37．5％、「気持ち悪いと思った」は看   
護・介護4．2％、「どちらとも言えない」は看護・   
介護16．7％である。看護・介護の41．7％が無回   
答であり、それぞれの差も大きい。この理由も   
上記（2）と同じ理由と考えられる。  
（5）「ネコロ」を受付に置いたときの適所者の反   
応としては、   

























0  20  40  60  80 100（％）  
Bかわいらしいと思っ   
た  
Ⅲ気持ち悪いと思った   
Bどちらとも言えない   
苺無回答  
0  20  40  60  80 100（％）  
図3－】3「ネコロ」を初めて見た時、通所者は、「ネコ  
ロ」をどう感じられたようでしたか？  
0  20  40  60  80 1（）0（％）  
辺見たことがある   
辺見たことはない   






図3－相 通所者が「ネコロ」と関わっているところ  
を見たことがありますか？  
0  20  40  60  80 100（％）  
図3十川 通所考が「ネコロ」を触っている時  
0  20  40  60  80 100（％）  
田描の人形（ロボ1  
田本物の猫と思っ  た  ト）と思った  







図3－15 適所者が「ネコロ」に話し掛けている時  






















図3－I6 通所者が「ネコロ」を抱いている時  
0  20  40  60  80 100（％）  
図3」7 通所者の表情が和んでいる時  0  20  40  60  88 180（％）  
B現在の機能で＋分   
である  
Ⅲ不十分である   
Ⅲどちらとも言えない   
□無回答  






図3－18 通所著聞で話が弾んでいる時  
0  20  40  60  80  亨00（グ‘）  
臼よい   
旧よくない   
□どちらとも雷えな   
い  
均無回答  
5．「ネコロ」の機能について   
表3－3の項目19～21をグラフ化したものを図  
4－1～4－3に示す。  
5．1動きについて   
動きについては、図4－1より調査対象者の約半  
図4－2「ネコロ」の鳴き声について  











への効果についても検討していきたい。   
最後に、本研究にご協力いただいた「たんぽぽ」  
の職員の皆さんに記して感謝いたします。  
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